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東海発電所の概要
定格電気出⼒ ︓１６万６千キロワット
炉 型 ︓⿊鉛減速・炭酸ガス冷却型
燃料 ︓天然ウラン
減速材 ︓⿊鉛
冷却材 ︓炭酸ガス
燃料再処理 ︓英国BNFL
《発電実績》
累積発電電⼒量 約２９０億キロワット時
平均時間稼働率 ７７．５％
平均設備利⽤率 ６２．９％

昭和４１年 ７月２５⽇ 営業運転開始
平成１０年 ３月３１⽇ 営業運転停止（約３２年間運転）
平成１０年 ５月２８⽇ 燃料取出開始
平成１３年 ３月２９⽇ 燃料取出完了（16,384本）
平成１３年 ６月２１⽇ 燃料搬出完了（18,952本）
平成１３年１２月 ４⽇ 廃止措置に着手
平成１８年 ３月３１⽇ 準備⼯事・附属設備撤去終了
平成１８年 ８月１７⽇ 熱交換器撤去等⼯事着手
平成２７年 ７月１６⽇ 低ﾚﾍﾞﾙ放射性廃棄物の埋設事業

許可申請
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熱交換器
原子炉圧力容器

熱交換器建屋

ガスダクト

排気筒

原子炉建屋

燃料取扱建屋

タービン建屋

上部構造物
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︓放射能レベルの⽐較的⾼いもの（Ｌ１）

︓放射能レベルの⽐較的低いもの （Ｌ２）

︓放射能レベルの極めて低いもの （Ｌ３）

︓放射性物質として扱う必要のない物 （クリアランス対象物）

︓放射性廃棄物でない廃棄物

（NR、一般の撤去物を含む）

東海発電所の推定汚染分布
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東海発電所 廃止措置の全体概要

１．原⼦炉領域以外の撤去 ２．原⼦炉領域以外（主に熱交換器）の撤去

３．原⼦炉領域の撤去 ４．建屋等の撤去
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東海発電所 廃止措置の全体⼯程
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使⽤済燃料冷却池内
機器の撤去及び冷却池
の排⽔・洗浄完了

タービン・発電機等
の機器撤去完了

給⽔ポンプ等 機器の
撤去完了

燃料取替機等機器の撤去完了

廃止措置⼯事概況（平成13年〜令和元年）

熱交換器等の撤
去（⼯事中）

（平成16年度〜平成22年度）

（平成13年度〜平成15年度）

（平成16年度〜平成17年度）

（平成15年度）

（平成16年度）

（平成18年度〜 ）

作業完了
作業中
計画中

燃料取扱建屋領域機器
の撤去
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撤去前 撤去後

【発電機撤去】 【低圧タービン撤去】 【建屋内機器撤去】

タービン・発電機等機器の撤去
 非管理区域設備の撤去⼯事。撤去後に保管エリアとして活⽤
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原⼦炉サービス建屋の撤去

●非汚染設備の撤去⼯事／撤去後に撤去物の保管エリアとして使⽤

【給⽔ポンプ撤去】 【非常⽤ディーゼル発電機撤去】 【給⽔ポンプ室撤去】
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撤去前 撤去後
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燃料取替機の解体撤去

【下部遮へい撤去】 【下部遮へい撤去】 【トランスポータ撤去】
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撤去前 撤去後
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使⽤済燃料収納ﾗｯｸの切断作業使⽤済燃料収納ﾗｯｸの高圧ｼﾞｪｯﾄ洗浄作業

作業状況

使用済燃料冷却池内水抜き・清掃使⽤済燃料冷却池内⽔抜き・清掃

⼯事前 ⼯事後
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ホットガスダクトの解体撤去
ホットガスダクト

撤去用仮設建屋
熱交換器屋上
ホットガスダクト

仮設建屋内部・
区域設営

ホットガス
ダクト
撤去後
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仮設架台とジャッキ
装置の設置

ジャッキダウン
（ティア１-９）

仮設架台とジャッキ
装置の撤去

切断エリア（３Ｆ）

ジャッキ装置

熱交換器の解体撤去 ・熱交換器の大きさ
高さ：約２４ｍ
直径：約６ｍ
重量：約７５０ｔ

・南北2基ずつ、計4基

４基のうち２基完了
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燃料貯蔵倉庫撤去⼯事

●管理区域内の建屋撤去⼯事／撤去後に作業エリアとして使⽤
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撤去前 撤去後
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東海発電所 廃止措置で発生する廃棄物

放射能レベルの⽐較的低いもの（Ｌ２廃棄物）
約１３，０００トン（原⼦炉圧⼒容器など）

低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物放射性廃棄物でないもの

約１２８，７００トン

放射性廃棄物として扱
う必要のないもの
（クリアランス物）
約４１，１００トン

放射能レベルの⽐較的⾼いもの（Ｌ１廃棄物）
約１，６００トン（制御棒、⿊鉛ブロック）

放射能レベルの極めて低いもの
（Ｌ３廃棄物）
約１２，３００トン
（熱交換器など⾦属や

建屋のコンクリート）

廃止措置で発生した廃棄物の処分の考え方
・放射能のレベル毎に分類して
それぞれのレベルに応じた方法で処分
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